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概要
近年のバージョンアップ(JMP 14, JMP 15)で追加された分析機能のうち、官能評価
分析に役立つ機能を紹介する。
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1. データテーブルでヒストグラムを表示

• 列名の下側に、ヒストグラム、棒グラフを表示

• 棒をクリックすると、該当する行が選択される

• グラフの箇所を右クリックすることにより、棒の順序の

変更、[一変量の分布] の起動などが行える

クリック

JMP 15

Copyright © SAS Insti tute Inc. Al l  r ights reserved.

2. グラフで列の値をマーカーして使用

画像、文字列、または数値のデータ列をグ
ラフのマーカーとして使用可能に

操作方法

マーカーにしたい例を選択し、「列」＞「マーカーとして使用」
を選択

JMP 14～
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3. Friedman検定

「一元配置分析」で [Friedman順位検定]のオプションが追加

操作方法
⁃ [二変量の関係]（一元配置分析）で、[ブロック] 変数を指定
⁃ オプションとして、[ノンパラメトリック] > [Friedman順位

検定] を選択

JMP 14～
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4.「テキストエクスプローラ」の日本語対応

日本語のテキスト分析機能の追加

• 言語を[日本語] に指定することによ
り、日本語のテキスト分析を実施

操作方法
[分析] > [テキストエクスプローラ]を選択し、
[言語]として [日本語]を選択、日本語が記入
されている列を [テキスト列]に指定

日本語の辞書ファイルがあるフォルダ
Windows:C:¥Users¥<ユーザ名>¥AppData¥Roaming¥SAS¥JMP¥TextExplorer¥ja
Macintosh: /Users/<ユーザ名>/Application Support/JMP/TextExplorer/ja

JMP 14～
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5.「多変量の相関」の機能拡張

操作方法
• 「散布図行列」のオプションとして [行列のオプション]から [有意性円]や[ヒート

マップ] を選択
• [多変量] > [カラーマップ] にて各カラーマップを選択し、右側の凡例を右クリッ

クすることによりカスタマイズできる

• 「散布図行列」のレポートで、有意性円、ヒートマップのオプションが追加
• カラーマップのカスタマイズが可能に

有意性円 ヒートマップ

JMP 15
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6.「主成分分析」における外れ値分析

• 「主成分分析」で[外れ値分析]オプションが追加
• スコアプロットで確率楕円の表示

• 指定された次元までの主成分から
計算されたT2 プロットを表示

• T2 プロットに対し、どの行がどれ
ぐらい寄与しているかを示す [寄
与度ヒートマップ]、[寄与率ヒー
トマップ] を表示

外れ値分析 確率楕円

操作方法
• 「主成分分析」のオプションとして[外れ値分析] を選択
• 「主成分分析」のオプションとして [スコアに対する楕円] を選択
（その前に [楕円の大きさ] を選択することにより、確率（信頼水
準）、またはkシグマの水準を指定できる）

JMP 14, JMP 15
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7. CochranのQ検定

操作方法
• [分析] > [多変量] >[多重対応分析] を選択し、右

上図のように、[Y,目的変数]と[X,説明変数] を選択
• 「多重対応分析」のオプションとして、[Cochranの

Q検定] を選択

JMP 15

• 複数の変数間で比率の差を検定する手法
• CATA法(Check-All-That-Apply)における各評価項目にチェックされる

度数の有意差検定に用いられる

Copyright © SAS Insti tute Inc. Al l  r ights reserved.

8. 釣り合い型不完備ブロック計画(BIBD) JMP 14～

次の2つの基準を満たす実験計画を作成する
1. 各処置（サンプル）の水準は同じ回数出現する
2. 処置水準の2つのペアは同じ回数出現する

例
• 10名のパネラーを選出
• 各パネラーが5つのサンプルから3つのサンプルを選んで評価する

操作方法
[実験計画] > [特殊な目的] > [釣り合い型不完備ブロック
計画]を選択し、次の設定をおこなう
• 処置名、処置の水準数、水準名
• ブロック名、ブロックサイズ、ブロック数
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9. 多重因子分析（MFA）

• 類似する製品のグループを見つけることが目的
• 他の評価者に比べ、特異な評価をするパネラーを見つける

（外れ値）
• パネラーの評価をサブテーブルにて管理（ブロック化）
• パネラーの評価項目、項目数は異なっていてもよい
（例：あるパネラーは評価項目A,Bを評価するが、別のパネ
ラーは評価項目B,Cを評価する）

操作方法
[分析] > [消費者調査] > [多重因子分析]を選
択し、グループ化した列を選択し、[ブロック
の追加]をクリックする

参考となるJMPのサンプルデータ
「Wine Sensory Data.jmp」

JMP 14～
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食品業界でのJMPの利用

Webページのご紹介

https://www.jmp.com/ja_jp/industries/food-beverage.html

• 食品業界での利用場面、統計解析
手法

• 技術資料
• JMPのスクリーンショット
• 関連情報

過去のセミナー情報、資料など
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https://www.jmp.com/ja_jp/applications/consumer-market-research.html
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